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第一章 緒 言

1903年{PJ()su6ガ 「ア ドレナ リ ン ラ 頻 回 静脈

内 二注射 シ、 家 兎 ノ大 動 脈 二動 脈 硬 髪 症 テ登 生

セ シメ、 以 來 之 二關 ス ル研 究 大 イゐ、 興 隆 シ、

種 々 ナ ル血歴 充進 性 物 質 、 器械 的作 用、或 ハ動

物 性 及 ピ 植 物 性 食餌 ニ ヨ リテ、 〔か ⑳ 實験 的 二

惹 起 セ ラ レ、其 ノ大 動 脈 二於 ケ ル主髪 化 ハ 中膜

ノ壊 死 テ來 シ、之 二石灰 沈 著 テ綾 嚢 ス ルモ ノ ト

サ レ、 其 ノ原 因 一ハ、 血 歴 充 進設 、 中毒 設 、 雨

者 共 同作 用設 、 血 管榮 養 障碍 説 等 テ塁 ゲ タ リ。

而 シテ、 結 核 特 二、 肺 結 核 患者 ニ テハ、 一 般 二

血 歴 低 ク、 又 其 ノ「ッベ ル ク リ ン」ニハ血 座 降 下

作 用 ア リ トサ レ、他 方 植物 性機 能 トモ密 接 ナル

關係 ニ ア リテ、 該 静 経 毒 ノ ー ナ ル 「ア ドレナ リ

ンート結 核 トノ關 係 二就 キテ モ多 教 ノ報 告 ア リ。

依 ッ テ余 ハ 『ア ドレナ リン」一 ヨル動脈 硬 婁 症 ト

結 核 トノ關 係 テ知 ラ ン トシ、本 實 験 テ行 ヒシ ガ、

之 二關 スル報 告 ハ余 ノ寡 聞 之 テ知 ラズ。

第二章 實験方法拉二材料

生菌 接 種 法 及 ビ其 ノ菌 毒 注 射 法 ハ何 レモ、 第 一 ト5.0醒 ノ2種 テ用 ピ タ リ。 今 使 用 方 法 テー 括

編 プ ヒ ヨ レステ リ ン」型 動 脈 硬髪 症 ノ場 合 二於 表 示 セバ次 ノ如 シ。

ケ ル 庁法 卜同 様 ニ シテ、 唯 其 ノ死 菌 量 ハ3.0匙

「ア ドレナ リン」注射 「ア ドレナ リソ」注射
ロ ヘノ　ロ　　　ココゴ 　 ノ　　　　　　

蘇 兎 第・噺 謝 灘 機 醗}薙 そ亥一ア1健康家兎 麟+「7」 群トス
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「ア ド レ ナ リ ソ」オ1謝 「ア ド レナ リ ン」ξ謝

　 ノコロコココゴ 　 ノ　コココ　　

撒 親 第2回實験㈱8:灘 馨鵬 ㈱ 士 雛 轟1∴群トス 健L襯+螺+「 アJgebス

「γ ドレナ リ ソ慮 射 「〆 ド レナ リ ン」注 射
ノ　ココココげ 　

㈱ 澱 家兎鯛 實験{1鞭濡 燕 鑑堆 継 二瑠 蝋+舞勒
「 ノρ ド し/声 リ ソ 」こ重身ナー

結核菌誰虜置家兎 策2同 實融

毎;「〔⊆1死1堪ll.0竃 三ヲ511itj・ 」

算 岬 朕 内lq・1

毎・「U1死置某f3.0虻 藍ヲ5踊i'j`二

耳 岬 版 内1● 射

i'j同1・ ソベ'レ 〃 リ ン 」0・1琵

ヲ5H'lij・ 二1「 向丁脹1・Klil身・1
1fij:r巴IIッペ ルノ〃 リ ソ10・1蛇

ヲ511毎 巴 耳 岬 脈 内 注 射

「ア ドレナ リ ン」ハ 三共 製 聴 化「ア ドレナ リ ン」ラ、

家 兎艦 重毎 冠0.1琵 ノ割 合 二、 肇ミ∬1耳 静脈 ヨ リ

徐 々 二注 入 セ リ。 即 チ、 生 菌 接 種 群 ハ其 ノ接 種

そ麦20日 目 ヨ リ、菌 毒 沼三肩寸群 ハ=其ノ51E]目i主 有寸ノ

翌 日 ヨ リ、封 照 ノ健 康 家 兎 ト共 二符 日注 射 シ15

同 行 ヒ、 他 ノ封 照群 即 チ健 康 家 兎 ど生菌 ラ接 種

十

十

死 菌 十1ア!群 トス

死 菌 群 ト ス

「・ソペ'レ ク リ ソJ十

「アJ群Fス

「ソ♂《,レ 〃 リ ノ」群

ト ス

健縣 兎+馨牲 ア」

ヒル モ ノ(結 核 群)死 菌或 ハ 「ツペ ル ク リ ン」ラ注

射 シテ「ア ドレナ リ ン伊 注 入 セ ザ ル モ ノ(死 菌

群或 ハ 「ツベ ル ク リン 」群)ト 共 二 屠 殺 剖検 シ,

第 一 編 ノ實 験 ト同檬 ノ固 定 法 及 ピ染 色 法 テ行 ヘ

リ。

第三章 實験成績

第 一 節 結 核 家 兎 二於 ケ ・v成績 射 糖 量 及 ビ盟 重 ノ關 係 ラ 表示 セ バ 第12表 ノ如

lll、肉眼 的所 見 シ。

大 動脈 ノ所 見、 結 核 性 攣牝 、 「ア ドレナ リ ン」注

第1表 第1同 實験 結核家 兎 ノ「ア ドレナ リン」注射 ニ ョル病愛
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± 白色 ノ斑状 ヲナセルモ ノ、微細 ナル昭浸竈 が雨3

個散在 セルモ ノ.

十 微細 ナル小昭浸竈 ガ数個以上散在 セルモノ。

什 小昭没竈 ガ散 在叉 ハ密 生 シ、稽 ζ著明ナルモ ノ、
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小線朕叉 ハ紡錘状 ノ昭浸 ヲナセ'レモノ。

柵 著明ナ ル昭没 が紡錘状、 舟状 ヲ形 成 シ、相連績 セ

ルモノ。

冊 動脈 内壁 が殆 ド全面隅浸著明 ニ シテ 網状隔没 ヲ

ナセルモノ.

肺臓 ノ結核性病愛 ノ程度
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十 一側肺 二数個以 内 ノ小縮核病竈 が散在叉 ハ㌔弊生

セルモ ノo

督 一側肺 二数個以上榔 多数 ノ結 核病 竈 アルモ ノ。

共他 ノ臓器 ノ結 核性病 憂'・鯉 度 ナルモ ノ(十)、中

paJSEナル モノ(什)、著明ナル モノG(柵)二 分 テ リ。

柵 多数 ノ結核病竈 ガ密生叉 ハ散在 ン、一部癒合 セル

モ ノo

柵 殆 ソ ド全面 二瓦 リ結核病竈 ノアルモ ノ。

船 重。 一般 二艦 重 ガ實 験 開 始 時 ∴比 シ、 終 了時

謁於 テ、 」曾加 セル 者 ニ テへ 大 動脈 硬 殿 症 ノ陰

性 ナル者 或 ハ輕 度 ノ礎 化 アル者 多 キ ニ反 シ、 高

度 ナル動 脈 硬 壁 症 子 起 セ ル 者 ハ 禮 重 減 少 セル

カ、 其 ノ檜 加 卒 ノ少 キ者 多数 ナ リ。

大 動 脈 硬 壁 症 。 結核 十「ア ドレナ リン」(以後 「ア」

ト略 ス)群 ノ大 動 脈 硬 壁 症 ハ健 康 十 「ア」群 二 於

ケ ル成 績 二比 シ、 其 ノ動 脈 硬 攣 症 ノ壷現 卒 及 ピ

螢 現 程 度 ハ輕度 一 シテ、 大 略 、 結 核 性攣 化 二反

比 例 シテ登 現 セ シモs一 部(378、313號)ノ 如 キ

例 外 モ認 メ タ リ。 又 「ア ドレナ リ ン」注射 組 量 ト

大 動脈 硬 攣 程 度 ヨ リ観 ル モ、大 禮 同一 量 ノ「ア ド

レナ リ ン」テ注射 セル者 二於 テモ、結 核 「ア」群 ノ

大 動 脈 ノ漿 化 ハ健 康+「 ア」群 ノ成 績 ヨ リモ、 其

ノ硬 髪 程 度 ハ輕 ク、 就 中330、332、342、311號

ノ如 キハ、 健 康 十 「ア」群 ヨ リモ、 多量 ノ 「ア ド

第3表 第1同 實験

顯 微 鏡

馬

レ ナ リ ン戸 注射 セ シ∴ 拘 ラズ 其 ノ硬 慶 性 慶 化

ハ陰 性 ナ リキ。 佃 結核 群 二於 テ ハ何 レモ大 動 脈

二塑{ヒ テii忽メ ズ。

肉眼的所 見例瞳、

紡核+「 ア」紘 動物番號311M(附 圖i塾照)

大動脹 ノ・不滑 ニンテ、愛 化 ヲ認 メズ。

肺 臓 ハ雨側共 昌全葉 二瓦 リ.粟粒大乃 至帽 針頭 大 ノ結

節納 ζ多倣散在 ノll、間 二同襟 ノ大 サ ヲ有 スルμ亀血斑

納 く微 ニア リテ相交on7・e脾 臓 ・喫 亭挟 ノ結najlna

尾部 ニア リ。 共他 ノ臓器 ニノ・著璽 ヲ躍 ノ ズ。

剴照例、健 康十「ア」群,動 物 番號356號r附 圖i多照)

大動脈起 始部 ヨ リ中央精 ζ透 明 ニ シテ凹状 ヲナ ヴ 境

界琳 明 カナル 動脹瘤状 ヲナス 回形或 ノ・儲圓形 ノ著

明 ナ;レ隅浸竈相連績 ンテ胸部大動脹 二及 ビ、其間粟粒

大乃至麻實大 ノ小隅浸竈散在 シ,一部 ハ億合 ス.駿 部

きテノ・前記 ノ小隅没竈稽 ζ多数 ニア リ。 肺臓 ノ・充血

精 く著明 ニシテ、 共間所 々二小 出血斑散在 ス,其 他 ノ

臓器 ニハ著璽 ヲ認 メ ズ。

封照例。結 核群。 動物番號381號

大動脈 ニノ・著愛 ヲ認 メズ。

肺臓 ニノ・雨側共 二粟粒大乃 至小豆大 ノ結 節各葉 二 多

数散在 シ、一部 ノ・癒 合 シ、特 二下葉 二於 テ著 シ。共他

ノ臓 器 ニテノ・、肝臓 が充血 セル外著愛 ナ シ。

乙 、顯 微 鏡的 所 見。

結核家兎 二於 ケ ル「ア ドレナ リン」型 大動脈 硬愛症

的 所 見
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醐 中 膜 外 膜 程

度

肺 肝 脾 1腎 睾

丸

副

腎

内胞1筋行

灘 程

石
灰
沈
著

弼力繊維 細
胞

潤

血養
管障
榮碍馴 砦 、寝 1

結

核

家

兎

十
「

ア

ド

皮
下
接
種
群

330 一 一

モ
ー

三
一

三

一
一

二
十一
帯

一 一 一

モ
柵[一一 +1-

+F

一 一
『_
-1一332

三二
±

一

三
一

十一
十『
十

十1--iT 一
322

一
十一
什一
柵

一

モ
ー
一

一
十

一
十

十

一:一

326 一 十一
十一
十

一
一
督

一

一
一

一

二
二
十一
十

一 一
一1嗣 一

329

モ
一
柵 一

一
柵

一 一 1『
一 一
一1-一

『 　 一一一　 __

一 一

324 十十 什 一

一ニ
ニ
ニ
ニ
ニ

L二 督

二
十『1『

+1+1+

_==

十
一二L二腹

腔
内
接
種
群

343 ニ ー
一 ■

二
十一
十

一i一

塁ヨ手
こ 一 一 十

一

』_

十

什一
朴
=

337 十一
十
二

二 一土
十
=
一
督一 一

督一
十十一
惜

二
こ
二_二_

二
二340 ニ

ー
二
二
二

一
十
二338 7-

十一=

二 一=

一
五
十

335 ニ
ー

一=

一=

一
五
十

十一
十

二 二 ニ
ー

ヨ ー
345 一 一1十 一 一 一一1一
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レ

ナ

リ

ソ
」

群

311

静
脈
内
接
種
群

313十+
二 ⊥二

帯 柵 一・

300

305

308

304

307

二

二

二

二
二
三

=

引
丁
王

=

土
土
+
二
=

三

三

三

+
王

+
二
=

二

二

一

二

一

二

二

二

二
+
二

一

　

　

十
=

=

「十
一十
}
二
督

土

土

二

二

二
+

+

斑

柵
丁

…坐

坐

柵
丁

剛
吐

十

土

土

闇
欄

一
』

}

=

=

二.二

1一

健 ド
康 レ
家 ナ

兎 リ十
ソ

「」

ア群

351 十 十 ご

二_

二
十
==一
一=

柵一
柵一
十十

一『

柵

柵一
柵

柵
,一 一

柵
一,

十十}
冊

柵

一
『

一ニ
ー

一
一

一
一

ニ
ー

一』一`

一.ニ

ー
一

一二

二

二,

二_
一

一

二

「一

=ニ
ー

一
一

一
一

}=
_一

一=曽

=
`二

=　
一二

一=「==一

一二

二

二

ニ
ー

=一

コ
ー

359 十『
十
=

一

土
丘
十十一
十十

一 響

十十

」地
柵

督
柵

一 一

柵

二
一

巳一

一二_

二
一

一

353

358

354

356

1_

ヒ
1_

一
一一 回一

一

ニ
ー

一
柵

一
一

一}_一 一

一1柵

第4表 第2同 實験 結核家兎 二於 ケ;レ「ア ドレナ リン」型大動脈硬憂症

顯 微 鏡 的 所 見

群

番

號

大 動 脈 硬 愛 結 核 性 塑 化

内膜
一一

内胞
被墳
細殖

一曹}一_

中 膜 外 膜 程

度

肺 肝 脾 腎 睾

丸

筋行 石
繊攣 灰 蝿力繊維 細

胞
浸
潤

榮管
養障
血碍糞性確 劉 暮

結
核
家
兎
十
「

ア

ド
レ

ナ

リ

y
」

群

374 一 一

モ
ー
一

二
ニ
ー

三
一
■一

三
一
一

≡
一
一

一 柵 一 一
一

二
二
十

●一■1-
_1_

1一 ドー362 一

二
一 一 什 一

368

一
一 一 柵一

柵

一
『

1--1一

375 一

=

=

十 一 十 十 一 一

二
=

十一
柵
=

一
一

一 一
一

378 柵

=一

十
二

=一
ニ

ー

帯

=一

帯一= ニ
ー

帯一
柵}
柵

柵 柵

一

二
365

一

二
十一
督
二

一
十

十一
十
=

一

一
_1_-L363 一 十 十 十 一 一

=一
一

十
一

二
十一
十

377 一 一

モそ
一

『
一

一

}
惜一
柵

}一
一

}一
+1一369 一 一 一1一

健 ド
康 レ
家 ナ
兎 リ
十 ソ
十
ア群

395 一 柵 帯 冊 冊}
十 三

一

三
一
一

モ
柵『
十

一 一 ニ
ー

一 一

389 一 十

≡
十 ニ

ー

一

三
一

}

三394 一 十一
十一
柵一
什

一
十

一
十

一
一

}
十

一
一

}
一

396

三
一
一

一 十 十一
柵 三

一

十一
帯 ≡

一

三
一

三
=

392

一
柵

一
柵

一

ニ
ー

『
一

388 一 十十 十十 一
一
骨

一
一

一
一

一
一

結
核
家
兎
群

380

≡
一

≡
一
一

≡
一 一

モ
一

=

=

=

=

… 一
一

三
一
一

一 十十 ■一 柵一
十十 ≡

一

一

381 一

『
一 一

一
一■

『
一

柵 一
一

二

三
382

≡
一
一

二
二

一 一 柵一
柵

一

=

=

一

柵一
十

383

『
一

一

三
一

一=
384 一 二 一

一
十十 一

顯微鏡的攣化・・最モ 肉眼的髪化 ノ高度 ナル部 ニツキ

検鏡 セ リ。表中 ノ攣化 ノ程度 ハ次 ノ如 ク表 ノ・セ リ。

十 輕度ナ ル愛化 アル時、

什 中等度 ノ攣化 アル時、

柵 稽 く高度 ノ墾化 アノレ時、

冊 高度 ノ攣化 アル時、

即 チ、 第3、4表 ノ示 ス如 ク、顯 微 鏡 的壁 化 ハ 肉

眼 的 所 見 二略 く一 致 シテ畿 現 セ シガー 部(326、
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324、313、351、359、356、395s] 1虎)"テ ハ 肉11艮

白勺墜 化 二⊥七 シ高 旭こ轟現 ハ レ、叉300、308惣 荒ノ如

キハ 肉 眼 的 二大動 脈 ∴硬 堕 チ認 メザ リ シt、 顯

微鏡 的 ・一ハ,酌隻 ノ硬 瞳 性 堕 化 ラ示 セ リ。 而 シ テ

結 核 十 「ア」群 ・=於i'ハ 、 健 康+「 ア1群 ∴比 シ、

大 動 脈硬 壁 症 ノ焚 現 卒 及 ピ猛 現 春1逃度 ハ共 二縄 度

二表 ハ レ、 封 照 ノ結 核 群 ニ テハ大 動 脈 ∴麺 化 テ

認 メ ズ。

顯 微鏡 的所 見例瞳。

結核十1ア」群 、動物 番號330號(附 圃塾照)

大動脈 ニノ、著璽 ヲ認 メズ.

封照例、健康 十「ア」群、動物 番號395胱

小

上記 ノ如 ク結核家兎十「ア」群二於ケル 「アドレ

ナリン」型動脈硬慶症 ハ健康+「 ア」群 ノ成績 二

比 シ、第1同 及 ビ第2同 實験 テ通 ジ、其 ノ肉眼

的及 ビ顯微鏡的所見ハ共二輕度 二表ハ レ、其 ノ

程度 ハ結核性病攣 二略 篭反比例 ス。又結核群 ハ

肉眼的及 ピ顯微鏡的所見二於テモ、其 ノ大動脈

ノ硬壁性攣化 テ認 メザリキ。

第 二節 結 核菌毒 腱置 家兎 二

於 ケノレ成績

前述 ノ如 久 結核家兎二於テハ其 ノ健康家兎二

第5表 第1同 實験

肉 眼

血 管 壁 ・厚 サ バ著 ヴク 狭 小 トナ リ、 中 膜 ・・殆 ン 除

層 二 瓦 リ,着 明 ナ ル塑 化 ヲ呈v,共 ノ中3分 ノ1部 二

於 ケ ル組 織 ハ壊 死 二陥 リ、 無 構 泄 トナ リ,共 ノ中 二徽

細 ナ ル 石灰 悌 ナ ル モ ノ輌 ζ多 倣沈 著 シ、1^マ1'キ シ

リ ン1;テ 濃 染 ス。 此 ノ中3分 ノ1--esノ 内 外 醐 ニ

ハ養 稲 シ、 且 ツ、 難 染 色 性 ノ筋 織 維 が蛇 列 軌 筋 核 ハ

「ピ ク ノー ゼ」ヲ昼 シ、 叉 核 膨 大 ヴ、淡 染 セ ル モ ノ ヲ混

在 ス。 此 ノ璽 化 均 レ部 ノ内外 層 ニ テ外 形 ヲ保 持 シ。比

鮫 伽 …常 二近 キ筋 織 維 ヲ飛 留 セ'レ所 ア リ。彊 力 轍 維 ハ

病 鷹 ノ中膜 中央 ニ テ織 細 トナ リ,多 歎 相密 接 直 行 シ、

所 々噺 饗 ス。1e:・他 ノ 中膜 全 層 ノ弧 力轍 維 モ 密 接 直行

)o

i附照 ノ結核群 ノ大動脹 ニハ著璽 ヲ詔 ノプ。

括

比 シ「ア ドレナ リ ン」型 動 脈 硬 髪 症 ガ軽 度 ナ ル成

績 テ示 シタ ル ラ以 テ次 二之 ヨ リ製 セ ル加熱 死 菌

及 ピ「ツベ ル ク リ ン」ラ以 テ虜 置 シタル家 兎 二就

キ、同様 其 ノ動 脈 硬 髪 症 ノ登 現 状 態 テ検 査 セ リ。

其 ノ實験 方怯 拉 ピー材 料 ハ既違 セ シガ死 菌 量 ハ

第1回 實 験=テ ハ毎 同5涯 ヅ ・第2同 實験 ニ テ

ハ毎 回3涯 ヅ ・注 射 セ リ。

其 ノ成 績 ハ第5、6表 ノ如 シ。

Ell肉 眼 的所 見。

結核菌毒塵置家兎二於ケル大動脈硬愛症

的 所 見

群

番

號

死
菌

呉
聾

9.ぎ
べ量

ノレ(Gα

名)

艦重(瓦)
「ソ1「 ン

r

1

大 動 脈 硬 憂

始 終

ア」

ド注
レ射

ナ 日

リ数

ア」

ド注
レ射

ナ総鍵
リ量)

上
行部

弓

部

胸

部

腹

部

程

度

死 兎ナ

菌十 リ

虜 デ、ぎ

置 ド群

家1/

108 35 2200
一 一}-

2000

2220 15 3.25 一 一 一 一1一

102
-一 『

115

,, 2170 ,, 3.11 一 一 一 一1一

■, 2000 1900 ,, 2.80 一 一 一 一
_「__柵

112一 一
113一 一
117

,, 1900 1920 ,, 2.78 什 冊 柵 十
●● 1920 1800 ,, 2.73 冊 柵 冊 什 柵
,, 1700 1480 ●● 2.40 一 一 一 一 一

タ塵 ド
ベ置 レ

ル家 ナ
ク郵
リ十」

ぎ デ群

139
_-

126

0.7 2370 2350 ,, 3.47 一 一1-1-一

●, 2250 2350 ,, 3.44 一
　 ニ ー『

■■■■匿o■ 一 一1

120 ,, 2070 2050
『-

2030

,, 3.07 一 一 _: 一一1一

123 ,, 2000 ,, 2.98 一 一 一1-一

134 ,, 2070 2000 ,, 2.95 一 一 一 一 一
1

136
_-

121

,, 1980 2060 ,, 2.89 十 冊 柵 十 冊
,, 1710 1730 ,, 2.53 一 一 一1一 一
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健 ド

康 レ

家 ナ
1兎 リ
」

154 20101820,,2.99 十
『一}

柵

一 什 一 十

142 18601900.,2.78 柵
一}一

十
_』 「_

柵 十十 冊
_一

十144 18001760.,2.68
一7

十 一

十 ソ151
ヨ　

ア群150

16851650,,2.48-一 一一__圏

15851430,,1.92-一 一_一 一一 ■_

第6表 第2回 實験 紹核菌毒慮概家兎 二於ケ'レ人動脈 硬愛症

肉 眼 的 所 見

群

番

號

死菌●

彙
琶

「ン
ツ」
べ量

1垂1

[

慌1置(瓦) 7、ぎ ど ノく 動 脈 硬 塑
一__r-r_一 一 一 一 〇 一 一

始 終 1劃1禦
上
行
部

弓

部

胸

部

腹

部

程

度

死 ナ

蓬3

襲群

垂

!

520 21 2450 2470 15 3.68
一 冒一

3.28

一 十十 什 一
}
十

513 ,, 2190 2260 ●, 十 柵 柵 特 柵

504 ,, 2200 2060 ,, 3.15 一 一 _」_} 一

500 ,, 2020 2120 ●D 3.11 一 十 十1一 十

508 ,, 2000 2230 ,, 3.10 十 一 一 一 十

509 ,, 2000 2150 ,, 3.10 一 一 一 一 一

507 D, 1830 2100 ,, 2.92 一 一 一 一 一

510 ,● 1970 1910 ,, 2.88 一 一 一 一 一

501 ,, 1710 1910 ,, 2.71 一 一 一 一 一
一 一

柵505 9, 1830 1920 9, 2.70 一 柵 柵 「+

蓮 ド
ベ置 レ

嫁 吉
ク兎 ン
リ十」

『 デ群

524 0.7 2220 2350 ,, 3.46 一 一 十 一
一

十

530 ,, 2240 2350 ,, 3.39 十 十 十 一 十一 一
一523 ,, 2030 2130 ,, 2.99 一 一 一 一

526 ,, 1860 2000 ,, 2.86 一 一 一1一 一

529 ,, 1920 1930 ,, 2.74 一 一 一 一 一

健 デ♂

康 ド群

家 レ

兎 ナ

十 リ

露 2290 2390 ,, 3.52 一 一 一i-i一

549 2380 2370 ,, 3.47 十 一 什1-1+
1一 一

卜準一 一

:十

548 2270 2290 ,9 3・291一 十
1

柵 十

539 2160 2180 ,, 3・211一
一 十 一

542 1920 2070 ,, 3,111+ 一 十 一

死
菌
虜
置
群

531 21 2180 1980 一 一 一 一 =「}
一一

532 ,, 2100 2100 一 一 一 一

{一
一 『

一

533 ,, 1640 1420 一 一 一 一

534 ・, 2080 2100 一 一 一 一

1

タ リ家i
ベ ソ兎

,漉 群
ク置

535 0.7 1920 1830 一 一 一 一1一

536 ,, 2150 2120 一 一
一≡一

帽■■-9■ 国■■9

ヨ ー537 ,, 2180 2110 一 一

538 ●, 1880 1870 1一
一 一一 一 ●■■■9

「

註 ノ記載事項 ハ第1、2表 ノ如 シ。

即 チ第1同 、第2同 實験 テ通 ジ膿 重 ト動 脈硬 壁

症 トノ間 ニハ特 異 ナ ル關 係 ナ ク、 叉 實 験 開 始 時

二比 シ、終 了 時 二 於 ケ ル 膿 重 ノ檜 減 モ 「ツベ ル

ク リ ン」十 「ア」群 ガ大 部 分 檜 加 テ示 セル 外 一 各

群 間 二特 異 ナル差 異 テ認 メザ リキ。

又 「ア ドレナ リ ン」注 射 総 量 ト動 脈 硬 慶 ノ關 係 モ

各 群 共 二相 互 的 二著 攣 ナ シ。

群 別 二之 子 見 ル 時 バ ー 般 二 「ツ 〈ごル ク リ ン」+

「ア」群 ノ大 動 脈 硬 壁 症 ハ健 康+「 ア」群 ノ成 績 二

比 シ、其 ノ登 現 率 及 ビ登 現 程 度 ハ輕 度 ニ シテ、

死 菌 十 「ア」群 二於 テ ハ 「ツ ベ ル ク リ ン」十 「ア」群
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一比 シ其 ノ畿 現 率 及 ピ焚 現 程度 ハ共 轟高 度 ・乙
、

健 康 十 「ア」群 二比 シ稽 嵐軽 度 ∴現 ハ レ タ リ。

肉眼的所 児例 瞳。

死菌十「ア」群、 動物 番胱108貌(附 圃塾照)、大励脹 ハ

z卜滑 ニシテ憂 化 ナシ
。

「ツベル"リ ン」十「ア」群
、動物 番貌120胱(附 圃峯照)、

大動脹 二着憂 ナ シ。

劃照例、鯉康十 「ア」群、動物番貌142胱(附 圃 塾照)

大肋脹起始部 ニハ、 其 ノ中央 二欄 圖形1大 豆 大ノ周
の

邊 部 トノ境界穂 ζ明 カナ,レ納 竃透 明 ノ薄 キ「セ'レロイ

ド1檬ノ硬 サ ノ感 アル灰 白色 ノ、k陥浸竈 ア リテ、 共 ノ

周園 二中央 が 凹状 ヲナ シ稽 く境界 ノ明 カナル 圓形叉

ノ・儲 圓形 ヲナス、精 ミ硬 キ米粒大乃至粟粒大 ノ灰 白色

ノ小隅浸竃相集 合ス。頸動脈分枝部 ヨ リ下方、腹部 二

至,レ迄 前記 ノ 隅没竈 ト同様 ノ形、色、硬 サ ヲ有スル

大 豆大 乃至粟粒大 ノ種 々ナル 大 サ ノ大小隅没竈密 生

シ、帯状 二相連綴 シテ存在 シ特 二胸 部ニテ著 シ。

乙 、顯 微 鏡 的所 見、

次 二是 等 ノ顯 微 鏡 的所 見 ラ求 メ タ ル ニ 第7、8

表 ノ如 キ成 績 テ得 タ リ。

第7表 第1同 實験

結 核菌毒塵 置家 兎 二於 ケル大動脈 硬墾症

顯 微 鏡 的 所 見
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第8表 第2fLtl實験

納 核菌励 畠趾家 兎 二於 ケ'レ大動脈硬愛症

・ 顯 微 鏡 的 所 見
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註 ノ記載事項 ノ・第3、4表 ノ如 シ。

表 示 ノ如 久 顯 微 鏡 的憂 化 モ、 肉 眼 的所 見 ト同

檬 ノ成 績 テ示 シ、 「ツベ ル ク リ ン」+「 ア」群 ノ大

動 脈 硬 墜 ノ登 現 卒 及 ビ登 現 程 度 ハ健 康+「 ア」群
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二比 シ、 軽 ク表 ハ レ、 死 菌+「 ア」群 ハ前 者 ヨ リ

モ梢 篭高 度 二表 ハ レタル モ、 後 者 二 比 ス レ バ

梢 ㌃輕 度 二蛮 現 セ リ。

顯微鏡的所 見例詮。

死 菌十」ア」群。動物番號102號 、大動脈 ニハ著璽 ヲ認

メズ。

「ツベルク リソJ十1ア 」群
、動物番號136號 、 大動脈 ニ

ノ、著愛 ヲ認 メズ。

封照例、健 康十「ア」臨 動物番號142凱

血 管 ノ約全周園 二病竈 ヲ認 メ、共部 ノ血管壁 ・・所 々、

其 ノ幅 が狭 小 トナ リ、 中膜 ノ中3分 ノ1部 或 ハ内側

2分 ノ1部 ノ筋 織 維 が全 ク壊 死 二1唱 リ、該 部 ノ弧 力 織

維 が密接 ン、束 状 トナ リ所 々東 状 二全 部 噺 裂 セ ル ガ如

キ状 ヲ呈 ス。 而 シテ此 ノ束 状 二 直行 セ ル 彊 力繊 維 ノ・

板 状 或 ハ川 邊 部 二徽 細 砂 粒 状 ノれ灰 沈 著 標 ヲ呈 シ、叉

直行 セ ル州 力織 維 ノ 内 側 ノ 筋 轍 維 ・・殆 ド全 部壊 死 状

トナ リ、 固 有 ノ排 列 ヲ飢 シ、所 々原 形 ヲ失 ヒ,筋 核 モ

崩 壊 シ、 或 ハ 「カ リオ リー ゼ」又 ハ 「ピ 〃 ノー ゼ」ヲ 呈

ス。 其 ノ正常 ナ'レ筋 繊 維 アル 部 ハ少 シ 内膜 バ ー 部極

メ テ輕 度 二増殖 セ,レモ外膜 ニノ・著憂 ヲ認 メ ズ。死 菌群

及 ビ「ツ ベ'レ ク リン」群 二於 テ ・・大 動脈 二 著 塑 ヲ認 メ

ズ。

第四章 線括拉二考按

以上 ノ大動脈 ノ硬攣性壁化ラ肉眼的及 ピ顯微鏡

的所見二分チ、糖括 スレバ次 ノ如 シ。

第9表 肉眼的所見
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第10表 顯 微鏡的所見
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康

t
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56ヲ6175% 13%

十 32 19 17 36

什 11 9

柵 11 25 8 19

柵
の

23

匹籔 28 16 、2122

即 チ「ア ドレナ リン」型 大 動脈 硬攣 症 ノ登 現 陰 性

ナル モ ノへ 「ツベ ル ク リン」十 「ア」群 ニ テ ヘ

ノ

a/
4二 相 當 シ、結 核+「 ア」群 及 ピ死 菌 十 「ア」群 一

テ ハ約1ん 二於 テ之 テ認 メ タル モ、健 康 十 「ア」群

ニ テハ僅 カニ1/7ノ 成 績 テ示 セ リ。

亦 螢 現 程度 ヨ リ観 察 スル モ、 高 度 ナ ル攣 化 アル

モ ノハ、 健 康+「 ア」群 ニ テ多 数 ナル ニ反 シ、結

核+「 ア」群 及 ピ「ヅベ ル ク リ ン」+「 ア」群 ニ テハ

少 ク、 死 菌+「 ア」群 ニ テ ハ、 其 ノ1/、二於 テ之

テ認 メ、 結 核+「 ア」群 及 ピ 「ッベ ル ク リ ン」+

「ア」群 ヨ リハ其 ノ程 度 ハ稚 亙高 度 ナ リキ
。

以 上 ノ如 ク、大 動 脈 ノ本 型 動 脈 硬 髪 症 ハ 「ツベ ル

ク リ ン」+「 ア」群 ニ テ 其 ノ蛋 現 率 及 ビ程度 ハ最

モ輕 少 ニ シテ、 之 一次 ギ結 核 十 「ア」群 モ輕 度 二

登 現 セ リ。 死 菌 十 「ア」群 ノ成 績 ハ健 康+「 ア」群

二比 シ、 其 ノ硬 攣 性憂 化 ノ陰 性 ナ ル者 多 カ リシ

モ、 其 ノ程 度 ノ高 度 ナ リ シモ ノモ1/、 ア リテ、此

ノ高 度 ナ ル憂 化 ノ程 度 ハ健 康 「ア」群 二比 シ、 僅

カ ニ輕 度 ナ リキ。

扱 「ア ドレナ リ ン」型 動脈 硬 壁 症 ノ 原 因 一 ハ、

(躍 鵜 血 歴充 進 設 、(糊2旬 中毒 読 及 ピ,鰯 麟 ㌍)

雨 者 ノ共 同 作 用 説 、ll賢12)血管 榮 養 障 碍 設 等 ア リ。

余 ハ前 記 ノ實 験 動 物 ニ テ、 其 ノ解 剖 前 二各 家 兎

ノ頸 動脈 血 巫 テ第 一 編 二於 ケ ル ト同 様 ノ方 法 ニ

テ測 定 セ シニ次 ノ結 果 ラ得 タ リ。

即 チ血 厘iハ結 核礁 「ツベ ル ク リ ノ」群 及 ピ「ツベ

ル ク リ ン」十 「ア」群 ハ健 康 群 二比 シ、血歴 梢 、低

キ モ、 結 核+「 ア」群 、死 菌+「 ア」群 及 ビ死 菌 群
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第11表
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群
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別
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1

不 均 値122122116

最 大 値133138122

最 小て蚕「11194112

匹997

128112124117123

14512014112614《}

11710599106110

125445

ハ健 康 群 ト大 差 ナ キ値 テ示 シ、 健 康+「 ア1群 ハ
の

稀ほ 高 キ傾 向 ア リ。

此 ノ如 キ成 績 ハ臨 躰 上 、肺 結 核 患 者 一 テ ハ其 ノ

血 厘iノ低 キ事 而 カ モ重症 者程 著 明 ナ リ トナ ス多

撒 ノ報 告 及 ピ「ツベ ル ク リ ン」ガ血巫 降 下 作 用 ア

リ トナ ス報 告((341Bauer,(35)L6vy,`3G'Beznicek)

トモ相 似 タル關 係 テ示 シ興 味 ア リ。

他 方、 「ア ドレナ リ ン」ガ結 核 動 物 ノ副 腎 ニ テ其

ノ含 有 量 ノ減 少 セル報 告 アル ラ以 テ、 本 實 験 ニ

テ モ各群 間 二何 等 カ ノ差 異 ア ラ ンヤ ト思 惟 シ、

各 群 家 兎 ノ副 腎 中 ノ「ア ドレナ リ ン」含 有 量 ラ其

ノ屠殺(室 氣 栓 塞 法 ニ ヨル)後 可 及 的 速 カ ニ 須

藤 、(3η井 上 氏 法 ニ ヨ リテ測 定 セ リ。今 其 値 ヲ示

セバ第12表 ノ如 シ。

第12表 各群家兎副腎 ノ「ア ドレナ リン」含有量

＼ 干
＼ 均

群 ＼ 値

結核 十「ア」群

死 菌+「 ア」群

「ツ ベ ル ク リ ン」

十 「ア」群

健 康 十 「ア」群

結 核 群一 一

死 菌 群
「ツ ペ ル ク リ ソ」

群

健 康 群

鞍 騰ll壌
結 核 十 「ア 」群10.403ρ.0864ρ.22730.04279

0.2900.10340.35740.054410

「　 一 ン」

1・繭.・ ・571・。252蒲7

健康+「r瓢轟ll霧ll…鐙

0.2850.09590.35500.054113

i-
0・Ca1,0・1012iO・2521

10・0504』-

0.4270.1109,0.25970.053419

第五章

余ハ結核家兎及 ピ其 ノ菌毒 テ以テ庭置 シタル家

表 ノ如 ク健 康 群 ノ成 績 二比 シ,副 腎 重 輩 ニテ ハ,

死 菌 群 及 ピ死 菌 十 「ア」群 ガ減 少 シ,副 腎 中 ノ「ア

ドレナ リ 》1含 有 景 及 ピ 副 腎 重 量 蛇 二 艦 重 ∴封

λル 「ア ドレナ リ ン」含 イ∫昂:ニテ ハ結 核 群 ガ減 少

セ リ^

亦 「ア ドレナ リ ン1注射 群 間 二於 ケル成 績 テ観 ル

ニ、 副 腎 中 ノ 「ア ドレナ リ ン」含 有 量 ハ 健 康 十

1ア」群 ノ成$"r.比 シb其 ノ副 腎 重 駈率 ニ テ ハ結

核 十 「ア」群 及 ピ1ツ ベ ル ク リ ン1十 「ア」群 ガ● 其

ノ硫 重李 ニ テハ結 核 十1ア 」群 ガ減 少 セ リ。

上 記 ノ如 クb副 腎 巾 ノ「ア ドレナ リ ン」含 有llちガ

結 核 家 兎 ∴於 テ減 少 セル ハ、 襲 二今 村 教 授 指 導
や

ノ下 二行 ヘ ル 圏 仲 田氏 ノ成 績 拉 二其 後 ノ 勘高

亀 、帆 加 藤 氏 等 ノ報 告 卜同 様 ノ成 績 テ示 セ リ。

叙 上 ノ成 績 即 チ,結 核 十 「ア」群 及 ピ「ツベ ル ク リ

ン」+「 ア」群 ノ大 動 脈 硬 攣 症 ガ 健 康+「 ア」群 ノ

成績 二比 シ、 輕 度 ナ ル事 、 結 核 群,1ツ ペ ル ク リ

ン」群 及 ピ、 「ツベ ル ク リ ン」+「 ア」群 ノ 血歴 ガ

健 康 群 二比 シ低 キ事 及 ピ結 核 群 二於 テ副 腎 中 ノ

「ア ドレナ リ ン」含 有 量 ガ減 少 セル成 績 卜
、 死 菌

+「 ア」群 ノ動脈 硬璽 症 ガ健 康+「 ア」群 ノ其 レー

比 シ、 軽度 ナル モ、 高度 ノ褒 現 程 度 ノ アル者 ガ

梢 ζ多 キ事 及 ピ其 ノ血歴 、副 腎 中 ノ「ア ドレナ リ

ン」量 ガ健 康+「 ア」群 ノ成 績 ト大 差 ナ キ 事 拉 ピ

ニ從 來 ノ諸報 告 トテ比較 観 察 ス レパ
、 結 核罹 患

及 ピ「ツベ ル ク リ ン」ガ本型 動 脈 硬 憂 症 登 生機 轄

二封 シ、抑 制 的 二作 用 セル テ思 ハ シム。 而 シテ

本 實験 ノ 成績 ハ 第 一 編 二於 ケ ル 「ヒ ヨ レス テ リ

ン」型 動 脈 硬 憂 症 成 績 ト略 胤同様 ナ リ シモ、 此

際 使 用 セ シ死菌 量 ハ其 ノ「ツベ ル ク リ ン」量 二比

シ、 比較 的 二少 量 ナ リ シ傾 向 アル故 、 更 二之 テ

壇 量 シ、 多 量 ノ死 菌 テ以 テ塵 置 スル時 ハ或 ハ結

核+「 ア」群 拉 二 「ツベ ル ク リ ン」十 「ア」群 ト同檬

ノ成 績 テ示 サ ンヤ モ測 ラ レズ。 兎 モ角 モ、 是 等

ノ内如何 ナ ル因 子 ガ抑 制 的 作 用 テ最 モ多 ク有 ス

ル ヤ ハ尚研 究 スベ キ問 題+リ 。
■

結 論

兎 二、!謹 化 「ア ド レ ナ リ ン」テ注 射 シ、「ア ド レ ナ
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リ ン」型 大 動脈 硬 璽 症 ラ惹起 セ シメ、次 ノ如 キ成

績 テ得 タ リ。

1.結 核 家 兎及 ピ其 ノ菌 毒 ラ以 テ虎 置 セル家 兎

ノ「ア ドレナ リ ン」ニ ヨル大 動脈 硬 璽 症 ノ蛋現 率

ハ健 康 家 兎 二於 ケ ル 成 績 二比 シ、 「ツペ ル ク リ

ン」盧 置家 兎、 結核 家 兎、 死 菌虎 置家 兎 ノ順 位

二少 シ。

1・ 結 核家 兎及 ピ「ッベ ル ク リ ン」虎 置家 兎 二於

ケ ル 「ア ドレ ナ リン」型 大 動 脈 硬璽 症 ノ登 現 程 度

ハ健 康 家 兎 二於 ケル其 レ ニ比 シ、輕 度 ナ リ。 死

菌 虐 置 家 兎 二於 ケル成 績 ハ健 康家 兎 二於 ケル成

績 二比 シ、一 般 二其 ノ登 現 程 度 ハ梢 亙軽 度 ナ リ。

1.本 型 動 脈 硬 璽 症 ノ有 力 ナル原 因 ノー ト見倣

サ ル ・血歴 ハ健 康 家 兎 一比 シ、結核 家 兎 「ツベ ル

ク リ ン1虎 置家 兎及 ピ 「ツベ ル ク リン」虜 置家 兎

二iア ド レナ リ ン」ラ注 射 セ シモ ノ"テ ハ梢 篭低

ク、健 康 家 兎 二「ア ドレナ リ ン」ラ注 射 セ シモ ノ

ニ於 テハ梢 亙高 キ傾 向 ア リ。

1・ 結 核 家 兎 ハ健 康家 兎 二比 シ、 其 ノ副 腎 中 ノ

「ア ドレナ リン」含 有 邸:ハ減 少 ス。

1.結 核 家 兎及 ピ「ツベ ル ク リ レ」虜 置家 兎 ノ本

型 動脈 硬 璽 症 ガ健 康 家 兎 ノ成 績 二比 シ、 輕度 二

騒 現 セ シバ 「ヒ ョ レス テ リン」型 動脈 硬 壁 症 ノ成

績 ト略 篭同様 ニ シテ、 其 間 少 ク トモ、「ツベ ル ク

リ ン」ガ本症 猛 生 二封 シ、抑 制 的 二作 用 セ シモ ノ

ニ ア ラズ ヤ ト思 惟 ス。

欄 筆 二臨 こ、 御 懇 篤 ナ ル御 指 導拉 二御 校 閲 テ賜

リ シ恩 師 今 村教 授 二深 謝 ス。
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510 小倉=漏 骸 ノ賞瞼的動腿硬璽症贋 生 二及 ボス影響 昌就 キテ 【第14借

附 圓 睨 明

第1圃

第2圖

第3圖

第4圃

第5圃

第6圃

結 核家 兎(皮 下接 種 群 第332、330、322貌)

ノ 大動 眠 ヲ示 ス。

結 核 家 兎(腹 腔 内 接 種 群 第340、338、337

胱)ノ 大動 脈 ヲ示 ス。

結 核 家 兎(仰 脈 内 接種 群 第300、305、311

胱)ノ 大動 版 ヲ示 ス。

健 廉 家 兎(凱 照群 第356、354、351凱)ノ 大

動 脹 ヲ示 ス。

死 菌鵬 趾家 兎(第102、108、115號)ノ 大

動 脈 ヲ示 ス。

1ツ ベ ル ク リ ン
」底 置家 兎(第120、121、123

耽)ノ 大動 版 ヲ示 ス。

第7圃 健 康 家 兎 樹 照群 第154、142.141耽)ノ

大動 脹 ヲ示 ス。

第8f轟t'il系吉右曳家 兎(第330、311駒 虎♪及 ビ健 康 家 兎(第

353、35場 陀)ノ 大 動 脹 ノ顯 微 鋭 的 所 見 ρer

テ、 第330、353耽 ハ 「^vト キ シ リ ソ、エ

オ ジ ン 】染 色標 本、 第311,354號 ノ・ワd21

'レト氏 彊 力織 維 染 色 標本 ヲ 示 軟 何 レ患

1ツrイ7・ 」接 物 「1!ン メ」3接 眼 「レ ンメ 」4

;テ 撮 影 セ リ。

■
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